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広域系統整備委員会事務局

第70回 広域系統整備委員会
資料１

東地域および中西地域の広域連系系統に係る

計画策定プロセス

― 東地域作業会のメンバー追加 ―



2今回ご審議等いただきたい事項

◼ 前回の本委員会における審議の後、作業会の追加メンバーを公募した結果、８事業者の応募
があった。

◼ 応募資格などの審査結果を踏まえて、追加メンバーについてご審議いただきたい。



3（参考）募集概要
（出所）第69回 広域系統整備委員会 資料１



4応募事業者一覧及び応募資格への該当

応募事業者
応募資格の該当項目

① ② ③ ④

A 社 〇

B 社 〇

C 社 〇

D 社 〇

E 社 〇

F 社 〇

G 社 〇 〇 〇 〇

H 社 〇

応募資格（抜粋）
以下①～④のいずれかの項目に精通し、至近１０年間においてその経験を有しており、作業会への貢献が期待できること。
①亘長１００ｋｍ以上又は容量１００万ｋＷ以上の送変電設備の建設または運用
②電圧２００ｋＶ以上の直流送電設備の建設または運用
③事業費５００億円程度以上のプロジェクトにおけるファイナンス面からのリスク評価に関する業務
④事業費５００億円程度以上の大規模インフラ整備の円滑な遂行に必要となる不確実性の低減に関する業務

◼ 応募いただいた８事業者は、いずれも予め提示した応募資格に該当。



5応募事業者の主な業務実績

◼ 各事業者の主な業務実績は以下のとおり。

応募事業者 主な業務実績

A 社 空港特定運営事業支援等 約1,000億円

B 社 （海外）海底送電資産運営事業 約1,900億円

C 社 空港特定運営事業等 約1,500億円

D 社 洋上風力発電事業 約1,500億円

E 社 洋上風力発電事業 約1,000億円

F 社 （海外）洋上風力発電所向け海底送電事業 約1,500億円

G 社

（海外）海底送電資産運営事業 交流220kV 約2,000億円

（海外）海底送電資産運営事業 直流(150kV/300kV)/交流(170kV/155kV)
約1,300億円

H 社 洋上風力発電事業 約1,000億円



6今後の作業会メンバー

◼ 全応募者が応募資格に該当し、作業会の検討加速への貢献が期待できることから、応募者全
てを作業会メンバーに追加する事としたい。なお、新メンバーを加えた作業会体制は以下のとおり。

◼ 本委員会で了解を得られたら、理事会での承認を経て、メンバー追加の手続き（守秘義務誓
約書の提出など）を進めることとする。

整備計画具体化に向けた作業会
（東地域）

【メンバー】
・北海道電力NW
・東北電力NW
・東京電力PG
・関西電力送配電
・電源開発送変電
・A社
・B社
・C社
・D社
・E社
・F社
・G社
・H社

【事務局】
・広域機関

【オブザーバー】
・経産省
・送配電網協議会
・NEDO
・メーカー(ケーブル、変換器)



7今後のスケジュール

◼ 10月上旬を目途に新メンバーを加えた作業会を開催し、年度内を目途とする基本要件の策定
に向けた検討を加速する。

（出所）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2


